

























































































































































































































































































（Chan and Hui, ２０１４）は，「労働者の主導性」が逐次「党と政府の主導
性」に転換することを強調する。これは，「暴動から協調に至ることを通じ
て」から「党と政府主導の資本労働関係の協調」に向かうことである。
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